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はじめに

唐代において、 玄宗に次いでもっとも熱狂的に道教を崇拝した皇帝はまぎれ

もなく武宗 である。彼が推し進めた廃仏政策は、 中晩唐期の仏教と道教の関係

をとてもデリケートなものに変えてしまった。多くの人は宮廷道士たちが煽り

立てたがために、 武宗が廃仏を決心したと信じている。それらの宮廷道士のう

ち、 最も重要なのは趙帰真、 南岳出身の劉玄靖＂ 、 そして羅浮山から来た部元

起の三人である。趙帰真と部元起の師承関係などの来歴は明らかではないが、

劉玄靖は盛唐の司馬承禎から伝わる上清派の重要な支派のひとつ一 南学天台派

一に出自を持ち、 武宗皇帝が入道して受録した際の度師でもあった。劉玄靖を

めぐっては、 多くの解き難い謎があるようである。たとえば、 会昌の廃仏の際

にどのような役割を果たしたのか？ 武宗が崩御した後、 新皇帝が即位した結

果どうなったのか？ といったものである。それらの問題についてはあらため

て考察する価値があろう。『旧唐書』と『冊府元亀』によれば、 宣宗は即位し

たあとすぐに劉玄靖を誅殺したというが、 ほかの資料がしめすところでは劉玄

靖は皇帝が代替わりする前にすべてを見通して南岳に帰り、 宣宗が即位すると

遠方から三洞の法録を授けたという。それでは、 歴史の真相はいったいどこに

あるのだろうか？

劉玄靖に関する資料は非常に断片的で、 しかも相互に矛盾しているところが

多い。そのため、 この中晩唐期の高名な道士の事跡について分かっていること

は少ない。清末の学者である沈曾植は碑文を利用してその結末について要を得

た分析をしているものの
＊2 、 現在に至るまで劉玄靖に関する専門的な研究はな

く、 概説的な著作において武宗の会昌の廃仏や南岳天台派の法系について述べ

る時に言及されるが、 往々にして簡単にふれるだけである冗ジェ ー ムス・ロ

ブソン(James Robson)は唐代における南岳の宗教史を研究した際、『南学小録』

と『南岳総勝集』によって劉玄靖の生涯を概括しているが” 、 あまりにも簡略

すぎる。しかし、 幸運なことに北宋の宰相である晏殊が編纂した『類要』には、

大中七年(853)に記された「広成先生劉玄靖伝」の侠文が四条残されており、『南

岳総勝集』などの伝世史料と比較検討をすることで、 後者の原資料を推定する

ことができる。それらを碁礎にして、 劉玄靖にまつわる歴史上の謎を解くこと

を試みてみよう。また、 この典型的なライフヒストリ ー の構築を通して、中晩

唐期の道教の変遷とその国家との関係について認識を深めることにしたい。

注l•••各種の史料 におい
て 、 劉玄靖はときに「劉玄
静」と記 され、避諒により
「劉元靖」とされることも
ある。以下、原資料 を直接
引用した箇所以外の、本文
の記述では 『 旧唐書』武宗
本紀と『唐会要』 の記載に
もとづき、「劉玄靖」とい

う表記に統一する。

注2… 沈曾植 『 海日楼札叢』
巻六「広成先生劉玄靖神道

碑」の 条（銭仲聯輯、中華
書 局、1962年 ）、256 -

257頁。

注3… 任継愈主編 『 中国道
教史』（上海人民出版社、

1990年）、285頁。卿希
泰主編 『 中国道教史』第
二巻（四川人民出版社 、

1992年） 、 410頁。また、

以下の文献も参照。T.H. 
Barrett. Taoism under the 
T'ang: Religion & Empire 
during the Golden Age of 

Chinese History. London. 
Wellsweep. 1996, p.90 

注 4···JamesRobson ,  
Power  of Pl ace: T h e  
Religious Landscape of 

the Southern Sacred Peak 
(Nanyue南烈）in Medieval 
China, Harvard University 
Asia Center, 2009, pp. I 7 4-
176 
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注 5… 李沖昭『南岳小録』

は『道蔵』第 6冊（文物出

版社・上海書店・天津古籍

出版社 、 1988年）所収、

285頁。 作者による昭宗・

天復二年 (902) の自序が

冒頭に ある。

注6 ・ ・ ・ 『道蔵』本の『総勝

集』は一 巻のみで 、 原書巻

中の道観に関する部分しか

なく、 仏寺についての内

容はすべて削除されてい

る。 その道観に関する項目

でも宮観ごとの篇末につい

ている碑文の目録が省略さ

れている。つまり、 原書か

ら抜き書きしたものに すぎ

ない。（『道蔵』第 11冊、

111 - 120頁）『大正蔵』

に収められている『総勝集』

は日本の内閣文庫の明嘉靖

本によるものである（高楠

順次郎・渡辺海旭編 『大正

新修大蔵経』第 51巻 、 大

正一切経刊行会、 1927年、

1055 - 1092 頁。）

注 7 …『 大 蔵 経 』と『 道

蔵』以外の 『南岳総勝集』

の版本については、 劉勁

「陳田夫興く南岳総勝集＞」

（湖南省道教文化研究中心

編『道教興南岳』 所収。 岳

麓柑社、 200 3年、 218 -
222頁）を参照。

注8… 『宛委別蔵』（江蘇

古籍出版社、 1988年）第

49冊、 I - 256頁。

注9•••この版本の由来と詳

細については、 葉徳輝『郎

園読書志』（楊洪昇点校、

上海古籍出版社 、 2010年 、

167 - 168頁 ） を 参 照。

この版本には非常に鮮明な
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ー、 劉玄靖に関する碑文・伝記

劉玄靖が生涯を通じて主に活動していたのは南岳であり、 そこは彼の安心立

命の地、 そして修行を完成させるための基礎となる場所でもあった。 よって、

彼に関する記録も多くは衡山と関係している。 劉玄靖の事跡を比較的多く記し

ている初期の文献には唐末の道士・李沖昭の 『 南岳小録』があり文次に南宋

の陳田夫が撰した 『 南岳総勝集』三巻（ 以下、『総勝集』と略 称する）がある。

『総勝集』は南宋の孝宗・隆興二年（1164)に完成した南岳衡山の山志であり、

作者の陳田夫は紫蓋峰に隠居すること三十余年、 南岳の山水・名勝・寺観・古

跡について自らの掌を指すがごとく通じており、みずから高僧や異人が隠居・

修道した霊跡を訪ね、 関連する文献と総合して詳しく記述している。『南岳小

録』と比べると、『 総勝集』は紙幅も多く、 内容もより豊富である。 前者がもっ

ばら道教の霊地や人物について述べるのとはちがい、 後者は南岳の仏教と道教

の名所をあわせて記載しており、そのため仏教の 『大蔵経』にも道教の『道蔵』

にも収められている冗この書物には蔵外に伝わる版本もあり、 中国国家図困

館所蔵の宋刻本も存在する万しかし、 清の嘉慶年間に至るまで、 宋本は人に

知られておらず、 それゆえ玩元の編纂した『宛委別蔵』に収録されているのも

明代の倣宋本であり、 原本のレイアウトを毎行20字から21字に変更してい

る冗光緒三十二年(1906)になって、端方が大金を出して北京から購入し

た宋本をもとにして、長沙の葉徳輝が重刻をした。 宋本の形式により、 刊刻も

精緻なものである
．， 。 なお、 本稿で引用する 『 総勝集』は特にことわりがない

かぎりはこのテキストを使用し、 『 宛委別蔵』など のテキストで校勘する。

『 総勝集』には、劉玄靖に関する碑文史料が多く収められている。 巻中の「石

室隠真岩」の条には、 大中五年（851)の冬十月に仙去したのち、「兵部侍郎

の は の『碑 を し、 口 良の趙 は『伝 を為り 小 の
． ‘ は『 室銘 を作り、道士の 堅 は『偉を為る 今はただ『

偲』および『神道碑』の存し、鈴徳観に在り。いま基址は尚ほ在り"°」 とい

う。 これにより南岳にはかつて劉玄靖に関する石刻が四種類あったことが知ら

れるが、 道士が死去したのちにこれほど多くの記念的な碑文が世に出るという

のは、 唐代道教史上においてまず見られないことである。惜しむらくは、 陳田

夫が『総勝集』を撰した時には二つの碑文しか鈴徳観に残っておらず、具体的

にどの碑文なのかも異説があることである。 宋代の「鈴徳観」とはすなわち唐

代の衡山で最も影響力を持っていた道観の「衡岳観」であり、 北宋・徽宗の宣

和六年(1124)に改名している。 『 総勝集』巻中「衡岳観」の条の末尾には「観

に碑文有ること六」と記され、 そのうちの二つは以下のものである。

広成先生神道碑（翰林承旨癖郡撰、 太子少博致仕慮瑶書）



広成先生内偉（吏部侍郎趙櫓撰）

明らかに 『総勝集』の二か所の記載には矛盾が存在している。「石室隠真岩」

の条では「広成先生内偉」は張堅白が撰したとされ、 「 衡岳観」の条では趙櫓

の作とされている。実際には、「内伝」の作者は道士張堅白であり、杜光庭が『 録

異記』でこの人物にふれている＂ 悶「内偉」と称されているのは、 道教の内部

から見た劉玄靖の事績である可能性が高い。 というのも、篇鄭や趙櫓といった

士大夫官僚とはちがい、 張堅白自身が道士だからで ある。 南宋時代の鈴徳観に

残されていたのは趙櫓が記した「伝」であって、張堅白の「内博」ではなく、『 総

勝集』中の二箇所に入る「内」の字が術字であることは、 以下で証明されるこ

とになるであろう。

また、 『 南岳小録』 には、 衡岳観の 「 観内に田先生の得 道降真堂・劉天師の

真堂有り
＊12 」とされ、 その「劉天師」はまぎれもなく劉玄靖であり、「田先生」

はその師である田虚応（田良逸）を指している。 この師弟は衡岳観の発展にお

いて重要な地位を占めており、それゆえ両者の真堂が存在していた。よって、「広

成先生神道碑」と「広成先生伝」は「劉天師の真堂」の前に立てられていたと

推測できよう。

(-)「広成先生劉玄靖神道碑」

宋代の『宝刻類編』巻五「慮宏宣」の条には「広成先生劉玄靖神道碑」（以

下、「劉玄靖碑」と略 称する）が 「 蒲郎撰、（慮宏宣）八分書。 大中五年 （851)、

渾 ＂3 」と記されている。 この碑はもう失われているが、陳尚君の『全唐文補編』

には宋の呉箕『常談』などによる1失文が収められている。 そこには以下のよう

にある。

武宗朝の権を檀にする者は、 神仙をもって容思を絆（つな）がんと欲し、

しばしば天下の術士を致す可し、不死の薬を求む可しと言へば、 乃ち先生

を召すを命じ、 銀青光禄大夫・崇玄館大学士に除し、 紫綬を加へ、号して

廣成先生と曰ふ。 崇玄館を創り、 印を鋳りて吏を置く
＊14

0

また、『全唐文又再補』では 『類要』によって「武宗乃ち先生を羽詔し、 崇玄

観を創り、 印を鋳して吏を置く」として数文字を補っている
＊15

この碑文を書いたのは蒲郭であり、 『新唐書』巻一 八二の伝にはこうある。

癖鄭、字は啓之、梁の長沙宣王諮の九世の孫なり。 進士の第に及び、監察

御史・翰林学士に累進し、 出でて衡州剌史と為り、 大中中、 召されて翰林

に還り、 中書舎人を拝し、戸部侍郎に遷り、 本司を判じ、エ部尚書同中書

電子版をインタ ーネットで
ダウンロ ー ドすることがで
きる。 その内のひとつが澤

田瑞穂氏の旧蔵 本で、現在
は早稲田大学の風陵文庫に
所蔵 されて い る。 URLは
以下のとおり 。
http:/ /archive.wul.waseda 

ac.jp/kosho/bunko 19/ 
bunko I 9_f0069/ 

注10… 「少博」の二文字
はもともと欠けて いるが、
『宛委別蔵』 と 『大正蔵』
本によって 補 った。 さら
に、 「石室銘」を撰したと
い う「慮瑶」は「慮溜」 の
誤り である。『南岳小録 』
に「聖寿観、もと霊夏の賊
尚書 、 名は藩の書 堂にして 、

咸通六年(865)を以て 抗
表 もて 奏し捨して 聖寿観と

為す」(863頁）とあるが、
その 中の「慮藩」もまた誤
り である。晩唐時代に霊武
を管轄した慮尚書 とは曲溜
のことである。孫光憲『北

夢瑣言』巻十二「慮藩神俊」
の 条には「唐戚尚書 藩、 文

学を以て 進士の第 に登り 、
英雄を以て 自ら許す。 数鎖
を歴し、 霊武 の連帥に斃ず」
とある（ 中華 書 局、2002
年、248頁。） こ の点校者
も「成藩」は「慮溜」とす

べきだとして い る。 本条 の
校勘記 〔ー〕を参照。呉廷
嬰『唐方鎮年表』巻ー「朔方J

の考証によると、 成溜が霊
武に赴任して い たのは咸通

十二年(871) から乾符元
年(874)の間である（ 中
華 書 局、1980年、1311
- 1312頁。）あきらかに

『南岳小録』 の「慮藩」も『総
勝集』 の「慮瑶」も、とも
に「慮涌」の 誤り である。
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注11• • ·杜光庭『録異記』
巻ー 「司馬凝正」の 条 。『道

蔵』 第 10冊、 858頁。

注12···李沖昭『南岳小録』
「衡岳観」の 条。862

863 頁。

注13・・・ 『石刻史料新編 』
第 1編第 24冊 所 収。 新
文豊出版公司、 1977年）

18475頁。

注14•••陳尚君輯校『全 唐
文補編』巻81（中華 書局、

2005年）、 995頁。

注15… 『全 唐 文又再補』
巻5（陳尚君輯校『全 唐文

補編 』所収） 、 23 10頁。

注16… 『新唐 書 』巻
一八二「繭郷伝」（中華 書局、

1975年） 、 53 65頁。

注17•••郁賢皓『 唐刺史考
全編 』巻167（安徽大 学

出版社、 2000年）、2443
頁。

注18•••厳耕望『唐僕尚丞
郎表』巻18（中華 書局、
1986年）、 963 頁。

注19… 『宝刻叢編』巻八
（『石刻史料新編』 第 1編

第 24冊所収）、 1823 3 頁。
こ の碑の全文は『文苑 英華』

巻九 一 五にみえる（中華
書局、 1982年）、4817

4819頁。

注20・・・ 『新 唐 書』 巻
一九七「循吏・慮弘宣伝」、

563 2 � 563 3 頁。
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門下平章事を以てす
＊16

0

郁賢皓氏の研究によれば、 蒲部が衡州刺史として任地に赴いたのは宣宗の大

中三年(849) であるが、 その任期は短く、翌年には衡州刺史は李個にかわっ

ている
＊17 。 『総勝集』には「兵部侍郎爾鄭が其の碑を文す」とあるが、厳耕望

氏の考証によれば蒲鄭が兵部侍郎の任についたのは大中十年秋なので
・18 、『総

勝集』の記述は正確ではない。 また、 『宝刻叢編』巻八 によると、縮郎は「唐

嶺南節度使茸正貫碑」を撰した大中六年には「翰林学士中書舎人」と称してお

り
＊1

9 、 本伝にある「大中中、 召されて翰林に還り、 中書舎人を拝し」たとい

う記載とも符合する。 これはおそらく「劉玄靖碑」を書いた時の官職でもあっ

たはず である。 いずれにせよ、当時の篇廊はすでに衡州を離れ、 朝廷にもどり

要職についていた。 彼によって衡山の高名な道士についての碑文が記されると

いうのは理にかなっているように思われる。 というのも、 南岳は衡州の領内に

あり、二年前に当地の地方長官となっていたからである。

『宝刻類編』はこの碑文を書したのは「慮宏宣」だとするが、 この「宏」は

「弘」を避諒したものであろう。 この人物も晩唐の名臣であり、『 新唐書』に伝

が存在する。 略して引用すると以下のようである。

慮弘宣、字は子章、元和中に進士の第に擢す。 ……開成中、 山南・江西に

大水あり、 弘宣と吏部郎中の在瑶に詔して道を分かちて賑植せしめ、 指す

こと有らしむ。 還りて、 京兆手・刑部侍郎に遷る。剣南東川節度使を拝す。

……工部尚書・秘書監を歴て、太子少｛専を以て致仕す。卒年七十七、 尚書

右僕射を贈らる
寧20

0

厳耕望氏の考証によると、 慮弘宣が工部尚書になったのは宣宗の大中元年の

ことである
＊
2

1 。大中五年に「劉玄靖碑」を書したときには、 すでに官職を辞

していた可能性が高い。 先に引用した『総勝集』巻中「衡岳観」の条ではこの

碑を書いた人物を誤って「太子少博致仕慮瑶」としているが、 「 太子少｛専」は

まさに慮弘宣が引退した際の職名なのである。

（二）趙櫓「広成先生劉玄靖伝」

趙櫓「広成先生劉玄靖伝」（以下、「劉玄靖伝」と略称する）は、 鄭樵の『通

志』巻六十七「芸文略五」に著録されており、「広成先生劉天師伝」一 巻と題

されている
＊22 。 この伝には石刻があり、『宝刻類編』巻五「朱記」の条では「広

成先生伝」と著録され、「趙櫓撰、大中七年(853)、灌」 とある
＊23 。 惜しい

ことに原文はすでに散逸しているが、2005 年に陳尚君氏が北宋の宰相・晏殊

が編纂した類書である『類要』から四条の｛失文を集めている
＊24 。 最近、 唐愛



氏が新たにこの貴重 な資料を刊行し、 この碑に対 して要を得 た解説をしている

•25。 以下にふれる碑文 はすべて唐斐 氏の録したも のである。

この碑を撰した趙櫓 には二つの『唐書』 に伝がなく 、唐愛 氏は晩唐 の趙燐 の

『因話録 』に よって考証 を行い、「河東 の人であり、 趙燐 の同族 で、成 弘宣・ 威

簡辞 ・ 慮弘正 ・ 慮簡求と は いと こ同 士、 進士に及第し、 著作には 『郷籍 』 一篇

があり、河 東 の人物を賞賛 した•26 」 とする。 注 目 さ れるのは、慮弘 宣と趙櫓

の二人がいとこ同士だということである。 かたや「劉玄靖 碑」の書者、 かたや

「 劉玄靖伝」の 撰者 であるこ と は明 らかに 偶然の一致 では なく、彼 らは 劉玄靖

と は深 い縁 があると 考えるべきであるが、目 下具体 的な状況 を確認 すること は

できない•27。 書者の朱記の事績は不明ながら 、『宝 刻類 編』 によれば「 劉玄靖伝」

のほかに六種類 の碑を書しており、開成 元 年（836) の「 内侍少 監第五従直 碑」、

会昌 三年 ( 84 3) の「 内侍郡士栄 碑」、大中五 年 ( 851 ) の 「 内侍監仇 士良 碑」、

大中九年 ( 855) の「殿 中省尚 衣奉御蒋 洞幽墓誌 」なども含 まれ•28 、宦官 ら

宮 廷勢力と密接 な関 係があったようである。

「 劉玄靖伝」 の全文 は現 在残っていないが、 やはり伝世文献から貴重 な手 が

かりを見つけ出すこと ができる。 『総勝集』 巻下の「叙 唐宋得 道異人高僧 」の

条には、 かなり長 文の「 劉玄靖 伝」 があり、 詳細 に彼の事績を記 している。 筆

者の考 えるところでは、 この伝記 は大部分 を唐 代の趙櫓 の「 劉玄靖 伝」 から直

接採 録しており、 おそら く 繭郷 が撰した「 劉玄靖 碑」も 一 部参考 にしている。

というのも、先に引用した 『 総勝集』 の記 載から すると 、 南宋時代に、 陳田夫

は鐙徳観でこの二 つの碑の原 石を目 賭 しているからである。 元代の趙道ー が『歴

世真仙体 道通鑑』 を編纂した際、 その「劉玄靖 伝」はさ らに簡略化 さ れ、ほぼ

完全 に『総勝集』 から抜 き書きしてできたも のとなっている
＊
29。 現 在、『類要』

が引用する四 条の「 劉玄靖 伝」の侠文が刊行さ れたので、この二種の伝記 のテ

キストを比較検討 すること ができるようになったのである（ 文字が同 じものは

下線 を使 って表示 する。『類要』 そのものの文字についての校勘が三か所あるが、

それは表 の下欄 に 記 すことにする。

注21 • • •厳耕望 『唐僕尚丞
郎 表』巻21、1058頁。

注22•••鄭樵 『通志』 芸 文
略 五 。王樹民点 校 『通志
二十略』 （中華書局、1995
年、1615頁） を 参照。

注23… 『宝刻類 編 』巻五、

1 8477 頁。 唐受 『晏殊 ＜類
要〉研究 』（上 海古籍出版社 、

2012年、162頁） で は『宝
刻叢緬 』巻五 に みえ るとい
うが書き間違 いであろ う。

注24・ ・ ・ 『 全 唐 文 又再補』
巻五 （陳尚君 『全 唐 文 補編 』

所収） 、23 10頁。

注25•• •唐愛 『晏殊 ＜類要〉
研究 』、 1 62- 1 63 頁 。

注26• • •唐愛 『晏殊 〈類要〉
研究』 、162頁。

注27•• • ひとつ 考え ら れる
つな がり は 、趙燐 の母であ
る柳黙然 の経 歴と関 連する
ものか もし れな い 。「大 唐

王屋山上清 大洞三景女道士
柳尊師 （黙然 ） 哀宮志銘」
には 「初め正一盟威録 ・ 霊

宝法 を天台 に授かり 、また
上清三洞畢録を衡岳 に 進
む 」と記 されて い る。彼女
は当時有名な女性道士であ

り 、 前後 して天台山 と南岳
で法録 を授かっ て い たの
で、 劉 玄靖と知り 合 い に
な っ たのであろ う。 それに
よ っ て趙燐 も 劉玄靖との縁
がで きた可能性 がある。趙

櫓や磁 弘宣 が碑文 を書し た
り 伝 を書 い たり して い るの
も 、みな こ れと関 連するの

か もし れな い 。 この墓誌 は
陳垣 編 、陳智超 ・ 曾慶瑛校

山林 と宮廷のあ いだで 7 



補 『道家金石略』 （文物出
版 社， 1 988 年、 1 79 頁 ）
に録文がある。

注 28・ ・ ・ 『宝刻類編』 巻五、
1 8477 頁。

烹し：悶四 雪門^巴·直::];門/9?：ご白
、

専正一録。
（巻五 『総叙道士』 所引）
2． 師事道士王道宗、 道宗物化後葬於東 未幾、 道宗賂告寂、 以所有均遺諸門人、

山、 先生 晴雷遠望、 見師之墓上有氣、 元靖惟牧園書。 既葬於東山、 晴夜有揉

能於太陽景夜不絶、 因改葬之。 （巻五 『道 出墓中、 高十敷丈。 元靖異之、 遂開葬。
注 29· · · 『歴世真仙体道通 l士羽化』 所引） 及骰棺、 但遺衣被而已。 始知其師得道。

元靖感悟、 迂洞庭、 遊武陵、 復入南岳、

師曰 （田） 先生。 因魏夫人仙壇、 乃有

十 （ 卜 ） 居意。 自 壇東尋峻峰上十敷里、

見 一石穴南向、 闘以為居。 引 泉環流、

伐木誅茄、 前建小閣、 基局茶m、 盤石

而成。 使君韓嘩遊此、 命其 閣 曰 會仙。

常以百夢醒酒、 雖絶粒煉氣、 而ー飲斗

餘。 賣暦初、 敬宗求方士。 監軍 呂令踪
遂至渾州。 先生 曰、 某有山妻侍妾、 以

牛肉為命。 若以為術士、 恐将軍有岡上

之名。 因 請鎚肩 自 制 、 以蒜萌而食之。

令踪愈疑、 因為摩足乞行。 先生不得已

上道、 以十二月 一 日 到京、 便召於司 （思）
政殿。 敬宗問以神仙之事、 師曰、 無利

無螢、 少私寡欲、 修身出世之旨也。 上

不悦而難作。 文皇放錨山、 李訓欲用董

昌齢、 自 交廣乗博過岳下、 祠先生。 先

生 曰 、 観 中丞王氣未動、 不宜有此行、

且徐之。 昌齢因緩轡入商山、 訓果興乱。

朗州剌史唐伸妻病、 求符於元靖、 遂戒

来者 曰、 此符常示使君、 無先於夫人。

使還、 伸已殖英、 。 夫人 自 愈。 櫓嘗問 （聞）

先生門人趙中閑 曰 、 先生言董 ・ 唐之事

如 目 撃。 中 閑 日 、 先生在山 中多年。 境

静忽忽、 有所見、 亦無指定之説。

鑑』 巻四十 「劉元靖伝」 （『道
蔵』第 5 冊） 、 328 - 329 頁。

8 洞天福地研究



3 ． 武宗召赴閥、 會昌三年、 武宗奉玄元之教、 将除佛寺、

徴先生赴閾。 及射見、 武宗見神貌清

古、 改容欽敬、 因問、 佛法傾烈祖之風、
朕欲去之。 先生野 曰、 繹氏久遠、 将過
絶、 可漸革其弊。 卒有喪更、 即驚衆害

又問金丹之術。 先生封以至霊之物、 非 事、 却不利於道門。 又問金丹之術。 先

深山獨往之士不得。 上曰、 師其得之耶。 生到以至震之物、 非深山獨往之事不可

I -. l 又到円、 如 臣期 之得之。 今賓未 得Q 上曰、 師其得之匪， ¥封 曰 、 如臣
有得、 得即陛下不可見芙。 上賜練絹百 期欲得之Q 今宣未有得、 得即陛王王可
匹及袈飴蜜、 止干太清宮。 時召 入訪問。 見芙。 上賜鎌百疋及米泰飴蜜、 止干太

毎有恩賜、 先生立捨興監引救使及諸門、 盪臼， 壁召 入訪道， 毎有恩賜、 左生立

至望仙門、 則已空手芙。 武宗将授法録、 拾恩監引救使及諸門、 至望仙『出 則已
遂詔入内居震符殿。 空手芙。 五年秋、 武完微疾、 将偉法録。

内臣以趙蹄員有私累、 嗜貨財、 推先生

清浄、 可為帝師。 遂召入内居霊符殿。
武宗 問受籐盟信畝血之事、 先生到以、

至尊最重、 莫過於誠敬齋誡 （戒）、 陛

下七 日 齋 ・ 三 日 戒、 自 可朝玉帝芙。 不

合以金玉髪血為信、 断髪畝血、 非帝王

之事。 金映 白璧、 非至尊之賣。 嘗時以

事畢、 除銀青光禄大夫 ・ 崇玄館大學士 為中論。 及璽墨3 除銀青光禄大夫 ・ 指
［ 三 ］ 、 賜紫、 イ乃被廣成先生。 別立崇玄 玄舘太翌士、 弛塵成先生。 別築墾玄館

館、 置吏鋳 印。 先生堅譲不獲、 又乞還 以居之。 後乞還山、 堕上亦欲令菱山投

山。 時上亦欲令茅 山投龍、 遂許。 自 茅 龍、 遂許。 自 茅山蹄南嶽。

山蹄衡岳。 （巻五 『道士恩遇』 所引）

武皇大漸、 道者許元長 ・ 趙蹄真輩輩十

餘人皆虚極法。 上獨詔観察使存問、 賜

之束吊 ・ 香若等。

山林 と宮廷のあいだで 9 
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4. 初九真観道士周 混汗在岳 ［ 四 ］ 、 事 初九員観道士周混汗在岳中、 事望亜於

望亜於先生。 朝之未徴先生也、 有衡岳 先生。 朝之未徴先生也。 有衡岳観道士

道士毛太玄嘗夢真官執録 自 天降、 云以 毛太玄嘗夢員官執録 自 天降、 云以混汗

混汗為大羅観主。 太玄因曰、 劉先生易 為大羅観主。 太玄因曰 、 劉先生昂不先

不先徴乎。 真官 曰、 劉君世業未盤。 徴 徴乎。 員官 日、 劉君世業未盤。 徴則役

即便為真君、 不更為修行人英。 果如其 （便） 為仙官、 更不為修行人芙。 果如

説。 先生 自 朝蹄山、 歎曰、 吾合為地仙 其説。 先生 自朝蹄岳、 歎曰、 吾今 （合）

敷百歳、 恨不能早脱身、 為二帝所累、 為地仙敷百年、 恨不能脱身、 為二帝所

今即計不乃英。 蓋敬宗 ・ 武宗両朝並徴 累と�以計不乃芙。
赴開也。 （ 巻五 『道士羽化』 所引）

校勘 ：

大中五年冬十月 、 有雲鶴頻降、 未幾去

世、 聞天榮浮空、 及遷神 日 、 惟杖屡在。

弟子呂志真亦得其道。

［ ー ］ 「士王」 の二字は、 唐妥 『晏殊 《類要》 研究』 で は も と も と 「先生」 と
録文 し て い る が、 「幼師事道先生道宗」 では意味が通 ら な いので、 形が似てい

て 誤 っ た も の と み な し て 、 文意か ら 修正 し た。 こ の 文章は 『類要』 が引用す

る 二番 目 の文章の冒頭が ほ ぼ同 じ で、 「総叙道士」 の条 と 「道士羽化」 の条に

それぞれ出 て く る か ら 、 原文 （訳者注 ： 後者 の 「道士羽化」 の文） か ら 再録
すべき であ ろ う 。

［ 二 ］ 唐受氏は こ の条を 「上 曰、 師其得之。 師又封曰 … … 」 と 引用す る が、 『南

岳総勝集』 の 「劉玄靖伝」 で は 文中二つ 目 の 「師」 を 「耶」 と し て お り 、 文

意 も 良 く な る の で改め る。

［ 三 l 「崇玄館」 を唐斐氏は 「崇玄観」 と す る 。 『旧唐書』 巻十八上 「武宗本紀」

(587 頁） 、 『資治通鑑』 巻二四八 (8020 頁） に よ っ て 改め る。 以下の文中の 「崇
玄観」 も改め る こ と と す る 。

［ 四 l 「周混汗」 を唐斐氏は 「周沌汗」 と す る。 『南岳小録』 「凌虚台」 の条に 「昔

有辞天師季昌、周 尊師混汗相次居之得道」 （864 頁） と あ り 、 同書の 「唐朝得道人」

の条に も 「周尊師混汗、 会昌二年正月 得道」 と あ る (865 頁）。 『類要』 の引
用文は、 あ き ら かに字形が近い こ と に よ る 誤 り なの で、 そ れ ら に よ っ て 改める。

以下の文中の 「沌汗」 も 同様に改める。 なお、 趙燐 『因話録』 巻四 「角 部」 に 「衡

山周混沌、 蒋之門人也」 と あ る が （上海古籍出版社、 1 97 9年、 9 3頁）、 こ れ

も ま た誤 り である。

『類要』 が引用する趙櫓の 「劉玄靖伝」 の四つの侠文 と 『総勝集』 の 「劉玄靖伝」

を簡単に対照す る と 、 前者の比較的長い第三条 と 第四条は、 後者の字旬 と ほ ぼ

完全に 一致す る こ と がわ か る 。 さ ら に 重要 なのは 、 後者のテキス ト 中 に 「櫓」

と い う 文字が見いだせる こ と であ る 。 文中に 菫昌齢 と 唐伸について の物語をふ



たつ述べ たあ と に 「櫓は嘗て先生の門人趙中閑の曰ふを聞 く … … 」 と あ る が、

間違いな く 、 こ の 「櫓」 と は趙櫓の 自称であ る。 こ の重要な発見 と 『類要』 の

第三条 と 第四条を合わせてみる と 、 『総勝集』 の 「劉玄靖伝」 は大部分が趙櫓の 「劉
玄靖伝」 か ら 直接採録 し た も ので構成 さ れている こ と を し めす有力 な証拠 と な

る。 『類要』 の第一条 と 第二条は比較的短い｛失文で、 『総勝集』 のテキス ト と 内

容は 一致す る が文字の出入が大き く 、 第一条では劉玄靖が 「明威録を個び」 と

し て い る の に対 し 、 『総勝集』 は 「正一の録を伝 え」 と し て い る が、 両者の説

く と こ ろ は同 じであ り 、 ひ と し く 劉玄靖が王逍宗か ら 「正一盟威録」 を授かっ
た こ と を指 し て い る 。 しか し な が ら 、 こ の文字の異同は、 『総勝集』 のテキス

ト が主に趙櫓の 「劉玄靖伝」 に 由 来 しつつ も
＊30、 さ ら に ほ か の原典があ る こ

と を示唆 し て お り 、 そ れはおそ ら く は南宋に ま だ伝わ っ て いた葡鄭の 「劉玄靖

碑」 ではない か と 思われる。

二つの文章を も と に 「劉玄靖伝」 を記 し た と き 、 陳田夫はおそ ら く 行文の都
合に よ っ て、 語気の移行な ど の文章の調整を行 っ た よ う で あ る 。 それでは、 い

かに して 両者を区別 し 、 その文章の原典を確認すればよ いのであろ う か ？ 『総

勝集』 の 「劉玄靖伝」 で は劉玄靖の呼称に 「元靖」 と 「先生」 の二種類があ る

こ と がわ か る が、 こ れは も しかする と我々 に考 え る 手がか り を提供 して く れ る

か も しれない。 つま り 、 も し その呼称が 「先生」 であ る な ら ば、 趙櫓の原文で

あ る 可能性が高 く 、 「元靖」 であ る な ら ば、 陳田夫の改変 に よ っ て書き換え ら

れた も のか も しれない。 も し こ の原則が合 っ て い る な ら ば、 全文中おそ ら く 最

初の部分だけが後者の場合に属 し て い る。 つ ま り 、 「宝暦初、 敬宗求方士、 監

軍呂令踪遂至澤州」 よ り 後の文は、 あ る いは趙櫓の 「劉玄靖伝」 か ら 採録 し た

も の か も しれない。 む ろ ん、 陳田夫がなぜ 「元靖」 と 「先生」 の呼称を統一 し

なかっ た のかは解釈 し がた いが、 本文中 に趙櫓の 自称である 「櫓」 の字す ら残

し て い る こ と 、 ま た理屈か ら し て も 、 その編纂作業は あま り 周到ではなか っ た

よ う であ る 。

二、 南岳での修行から 最初の宮廷入 り ま で

上述 し た よ う に、 『南岳総勝集』 の 「劉玄靖伝」 は唐代の張櫓 「劉玄靖伝」
を原典 と し て い る ので、 我々 は安心 し て 『総勝集』 のテキス ト を碁礎にその他

の文献を総合 し、 晩唐道教の大物道士の事績を素描す る こ と がで き る 。 各種の

資料はみな彼 の死去 し た 年齢を記 さ な いので、 そ の生年を推定す る 術がない。

ただ彼が武昌の人であ り 、 最初の師は王道宗だ と い う こ と だ けが知 ら れる。 後

者について、 我 々 は ほ ぼ何 も わ か ら ないが、 劉玄靖は正一盟威録を伝授 さ れ、

正式な修行の第 一段階を完成 さ せ た。 し か し 王道宗 は ま も な く 世 を去っ て し

ま っ た。 彼が葬 ら れた 「東山」 は、 武昌 に あ る の か も しれない。 劉玄靖はある

注 30• • • 現 存 す る 『類 要 』
に は善本が少な く 、 文字の
間 違 い も き わ め て 多 い た
め、 個別の字句に出入があ
る の は さ け ら れない。 しか
も、 類書である 『類要』 は
ち が う 項 目 で書物を引用す
る際に、 少々 微調整を して
い る 可能性があ る。むろん 、

『類要』 の本文も 利点がな
い と い う わけではない。 た
と え ば表中の四番 目 の引用
文中の 「徴即便為真君」 と
い う 箇所の 「便」、 「吾合為
地仙数百歳」 と い う 箇所の
「合」 の字は、 『総勝集』の「劉
玄靖伝」 ではそれぞれ誤っ
て 「役」 と 「今」 と な っ て
お り 、 『類要』 の 引 用 文 に
よ っ て校勘する こ と がで き
る 。
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注3 1… 『道 蔵』 第 6 冊、
751 頁 。趙 燐 『因 話録』

巻四 「角 部 」に は田良逸に
まつわ る記事 が多 く 載せ ら
れて おり 、『洞玄 霊宝三師
記』 と対照するこ とができ
る(92 - 93 頁 ） 。

注3 2···卿希泰主 編 ： 『 中国
道教史』 第 2巻、410頁、
注釈 3 。

注3 3 •••小林正美氏は 『洞
玄 霊宝三師 記』 を利用 して
晩唐に おける上清経録 の伝
授 の系譜に ついて論 じて い
るが、先に引用 した 「田虚

応伝」に みえ る「広成先生
劉 君 は猶ほ岳下に居 るも、
武宗皇帝 の徴 して天師 と為
さば 、国に入り 道を伝ふ 」
とい う文を 誤解 して 、武宗
が天師に した のは田虚応 で

あり 、さらに は「先生 の門
弟 子 の達する者 四人」 を
「三人 」の誤り だ として い

るが（同氏 『唐代の道教と
天師道 』第三章第三節 「『洞
玄 霊宝三師 記』に おけ る上
清大法 の伝授 の系譜』、知
泉書館 、2003 年、147
1 51頁）、これはあきらか
に史 料を 誤読 した ものであ
る。

12 洞天福地 研究

晴 れた夜 に師の墓 から気 が十数丈 （訳 者注 ： 35~ 4 0 メ ー トル ぐ らい）もた

ち こ めているのに気づ き、 その改葬 の際になって、 ようやく 師がすでに得 道し

ていたこ とを知ったのである。「 劉玄靖伝」 におけるこ の場面 の描写 は表向 き

王 道宗 の奇 跡を称揚 しているように見えるが、実 際には伝 記の主人公 を神格化

するためのものである。 というのも、 まず師が得 道して昇 仙したこ とにより、

道士としての出 自 が非凡 であるこ とを示 している。 また、 王 道宗 には多く の門

人がいたのに、 劉玄靖だけが気 を観察する能力があり、 それゆえに師が得 道し

たこ とが分かったのである。 高 名な道士の伝 記 として、 こ の話 の運び方は戦 略

的であり、 伝 記の主人公 が昇 仙得 道する素質 を持っているこ とをしめすのに成

功 しているのは間違 いない。

王 道宗 の得 道に悟 るとこ ろがあり、 劉玄靖はほかの唐代の高 位の道士たち と

同じく 、 名山大川を遊 歴し、 得 道した真人を探 訪 する求法 の旅 を始 めた。 彼は

「洞 庭に迂 び、 武陵 に遊 び、」最終 的に南岳で二番 目 の師であり、 中晩唐期に上

清 経録の伝 承者として天下に名をとどろかせていた田 虚応 にめぐ り会 った。 比

較 的早 く その事績 を記録した晩唐・杜光庭の『洞 玄霊宝三 師記』 には、 おおよ

そ以下 のように記 されている。

経師の南岳上清大洞田 君、誰 は虚応 、 字は良逸、斉 国の人なり。 …… 唐の

龍朔年中、 隠仙何 君と相ひ遇 ひ、黙 してその道を伝ふ 。 此 れ自 り煙羅泉 石

にあり、 止 まる所にて帰 るを忘 る。 … … 授 かる所の上清大洞 は、貞 一 先生

自 り天師辞 君に伝 はり、辞 君は以 て先生に伝ふ 。 先生は績 （つ）いで玄 要

を承け、 深く 道域 に躁 り、渉 歴して雲水 するこ と二百 余 年。 …… 先生 の門

弟子 の達 する者は四人。 栖瑶 の凋 君惟 良 、香林の陳君寡 言 、方温 の徐 君霊

府、 元和中、 東 のかた天 台山 に入り、 方に随 ひて教へを宣べ、憲宗 皇帝の

詔して徴 （め）すも起（た）たず 。 広成先生劉君は猶 ほ岳下に居るも、 武

宗 皇帝の徴 して天師と為さば、国に入りて道を伝ふ 。 今 の江浙 の三洞 の法 、

先生田 君を以 て祖 師と為す
亭31

0

こ の書の表 題には 「 広成先生劉慮静 撰」 とあるが、卿希泰 主編の『中国 道教

史』 第二 巻ではつとにその誤りを指摘 し、 こ の書の作者は晩唐五代の道教の大

家である広成先生杜光 庭とすべきだとしている。 また同時に、 「実 際に唐の武

宗 に広成先生 の称号を授 かったのは陳寡 言 と同門の劉元靖であり、 陳寡 言 の弟

子 である劉慮静 ではない」 とする•32 。 こ の判断 は正確であり、『洞 玄霊 宝三 師記』

に登 場する「広成先生劉君」 とは劉玄靖を指しており、杜光庭の追 記 において、

劉玄靖はその祖 師凋惟 良 と同じく 、田 虚応 の四大弟子 の一 人として挙げ られて

いる
＊330 

李沖昭 の『南岳小 録』 には多く の田虚応に関する史跡が記されており、衡岳



観の 「 田先生得 道降 真堂」や、「田先生薬岩」などがあり、 「 唐朝得 道人」の条

には、

田先生 良逸、元和六年正月七日 降 真院 に在りて 得 道す。 広成 劉先生玄静 、

大中五年五月十一 日 得 道す。…• • • 田先生に弟 子の陳徴 君、凋徴 君、 張 （徐）

徴君三 人有るも、徴 されるに就 かず、 みな天台山に於 いて相ひ 次いで得 道

す•340

と明確に記 されて いる 。 学界 の研究によれば 、 中晩唐から五代にかけて 、 道派

の法系が最も明らかなのは茅山派とそこから派生した南岳天台派であり、 後者

の系譜 は、司馬 承禎 が南岳で膵季昌に伝え、辞季昌は田虚応 に伝え、田虚応 は

凋惟 良・陳寡 言・徐 霊府・劉玄靖の四 人に伝えたというものである。潟惟 良 の

入室の弟子で ある応夷 節は杜光庭の師で あり、 これも杜光庭が 『 洞玄霊宝三師

記』 を著した原因 となって いる
＊
35 。 田虚応の四大弟 子のうち、 凋惟 良 などの

三 人は師に従 って元和年間 に東 方の天台山に入 り、 修道・伝法 した。 劉玄靖だ

けが衡山に留 まったため、 南岳では彼に関する記載 が増 えたので ある。 たとえ

ば 衡岳観には田 虚応の「降 真堂」のほか、 さらに「劉天師 の真堂」があり、 ま

さにそこで 劉玄靖が田虚応にしたがって 修行したことがわかる。 そのため、 衡

岳観には田虚応 の「隠 真謀田 先生記」と劉玄靖の「神道碑」、そして趙櫓 の「劉

玄靖伝」 の石 刻が残されていたのであろう。

敬 宗の宝暦年間 になる と、 劉玄靖は一 度召されて長安 に入ったが、 この皇帝

とは縁 がなかったようで ある。『総勝集』の「劉玄靖伝」には、以 下のように

記されている。

宝暦 初、敬 宗は方士を求め、監軍 の呂令踪 は遂へて灌 州に至る 。 先生曰く、

某 に山妻侍妾 有り、 牛肉 を以て命を為す。若 し以て 術士と為さば 、恐 らく

は将軍 に上を岡ふ るの名有らん。因 りて銑 の肩 を請ひ 自 ら割 （き） り、蒜

薙 を以 てして之を食 す。令踪 いよいよ疑ひ 、 因 りて為に足 を摩 して行くを

乞ふ 。 先生已 むを得 ずして上道し、十二月 一 日 をもって京に到 り、便 ち司

政殿 に召さる。敬 宗は問ふ に神仙の事 を以て するも、師 曰く、 利 すること

無 く営 むこと無 く、 私 を少なくし欲を寡 なくするは、 修身 出世の旨 なりと。

上悦ばざ るも難 作 （ お） こり、 文皇 は放 ちて山に帰す。

敬 宗が方士を求めたことについては史書に、宝暦 元年 (82 5) 八月 、

注3 4· ••『 南岳小録』（『道 蔵』
第 6冊）、 865 - 866頁。

注3 5•••南岳天台派 の概要
につい て は 、卿希泰主編

『中国道教史』 第 2 巻 (406

- 412頁）を参照。 また
以下の文献も 参 考 にな る 。
陳国符 『道蔵源流 考』 の
「道経伝授 表 」（ 中華書 局、
1 992年、第 29 - 3 0頁）： 
Jam es Rob so n , Po wer 
of Plac e: T he R eligio us 
La nd sca pe of the Southern 
Sa cred Pea k (Na nyu e南嶽）

in Med ieva l C hina, pp. 167-
17 3. 

注3 6・・ ・ 『 旧 唐書』巻十七
戊午 、 中使を遣 はして湖 南・ 江 南等 の道および天台山に往 かせ、採 薬せし 上 「敬宗本紀 」、 51 6頁。

む。 時に道士劉従政 なる者有り、 説 くに長生久視 の道を以 てし、 天下に異
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注 37・ ・ ・ 『旧唐書』 巻十七
上 「敬宗本紀」、 520 頁。

注 38· · · 『旧 唐書』 巻十七
上 「敬宗本紀」、 5 1 8 頁。

注 39・ ・ ・ 「葉静能」 は 「葉
浄能」 と記される時もあ り 、
イ ギ リ ス所蔵の敦煙文書ス
タ イ ン 6836 号 「葉浄能詩」
には、 彼にまつわる不思議
な物語が多 く 収め ら れてい
る。 金栄華 「読 「葉浄能詩」
札記」 （『敦煙学 （台北）』
第 8 輯、 1 984 年、 27
46 頁） を参照。

注 40… 羅 公 遠 に 関 し て
は 以 下 の 文 献 を 参照。 遊
佐 昇 「 羅 公 遠 と 民 間 信
仰」 （秋月 観咲編 『道教 と
宗教文 化』、 平河 出 版社、
1 987 年、 245 - 263 頁） ： 

Franciscus Verellen, "Luo 
Gongyuan :  Legende  et 
Culte D'un Saint Tao1ste", 
Journal Asiatique, vol. 275 
( 1 987), pp.283-332. 凍 国
棟 「 唐代道士羅公遠及其
霊験伝説ー読 『道教霊験
記』 札記之ーー」 （武漢大
学中国三至九世紀研究所編
『魏晋南北朝隋唐史資料』
第 1 9 輯、 2002 年、 92 -
98 頁。）

注 4 1 • • •唐代道士 に 妻子が
いる と い う 状況は普遍的に
みられる もので、 劉玄靖 と
ほぽ同時代の高名な道士で
あ る 郡延康には三人の子が
いた。 拙稿 「碑誌所見的麻
姑山部氏一一箇唐代道教世
家的初歩考察ー 」 （『唐研究』
第 1 7 巻、 北京大学出版社、
20 1 1 年、 39 - 70 頁） を
参照。
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人を求訪す る を請ひ、 霊薬を獲 る を翼ふ。 イ乃 っ て従政を以て光禄少卿 と な

し、 昇玄先生 と 号す •360

と 記載されている。 こ の敬宗の要求 に 対 し て 、 各地の官員た ち は急い で行動 し

は じ め、 宝暦二年(826)五月 に は 、 「浙西は絶粒せ し 女道士の施子微を送 り 到 る。

… …癸未、 山人の杜景先は光順門に おいて状を進め、 道術有 り と 称す。 中使を

し て杜景先を押 し て 淮南お よ び江南 ・ 湖南 ・ 嶺南の諸州 に 異人を求め訪ね し む

•37。 」 と い う 事態 と な っ た。

明 ら か に湖南は こ の と き に異人を探訪す る た めの重要な場所のひ と つで あ っ

た。 こ の年の春正月 辛未、 湖南観察使の沈伝師は 「詔を奉 り 葉靖能 ・ 羅光遠の

文案を校尋する も 、 検尋す る を獲ず」 と 上奏 し て い る
＊
38。 こ の 「葉靖能」 は

中宗時代の道士 「葉静能」 の
＊39、 「羅光遠」 は玄宗時代の道士 「羅公遠」 "° の

誤 り か と 思われる が、 こ れよ り 前に敬宗 は 特別 に 湖南の官府に命令を 出 し て、

こ の符篠 と 法術に長けた盛唐時代の伝説的な道士ふた り の公文書を調べさせた

こ と が分か る。 その結果、 何も得る と こ ろ がな か っ た 湖南方面への圧力 は推 し
て知る べ し であろ う 。 そのため、 監軍使の 呂令踪は劉玄靖を 当地の異人 ・ 高士

と し て朝廷に推挙す る こ と を願っ たのであ る 。 元和 中、 田虚応は も う 凋惟良な

どの高弟を率いて東方の天台山に行っ て し ま っ ていたので、 「猶ほ岳下に在」 っ

た劉玄靖が衡山で最 も 名望のある道士 と な り 、 地方政府が敬宗の要求に こ た え

る の に最適な人物に な っ たのである。 し か し な が ら 、 劉玄靖は長安に行 く こ と

に懸念があ っ たのか、 さ ま ざ ま な理由をつけて固辞 し て い る 。 自 ら に は妻や妾

と 家族がお り
＊
4

I 、 牛 肉を食べ る の を好み、 け っ し て 適格な術士 で は な い と 主

張 し た。 それを証明す る た めに、 かれは面前で豚肉を切 り 分け、 ニ ンニ ク の漬

物を添え物に し た の で あ る 。 し か し 、 監軍使の 呂令踪に懇願され、 最終的に都

に 行 く こ と を承諾 し て し ま っ た。

宝暦二年十二月 一 日 、 劉玄靖は敬宗に拝謁 し たが、 二人の話はかみ合わ な か っ

た。 敬宗は神仙 に な る 修行の こ と を聞 き た い と 思 っ た が、 劉玄靖は 「利す る こ

と 無 く 営する こ と 無 く ， 私を少な く し 欲を寡な く す る は ， 修身出世の 旨 な り 」

と い っ て清心寡欲の考えを勧めた。 ポ ロ に熱中 し、 夜通 し宴会をする 十八歳の

青年皇帝に と っ て、 耳の痛い話だ っ た に 間違い あ る ま い。 劉玄靖の答え方は、

百年 あ ま り 前の司 馬承禎が容宗に答え た言葉を思い起 こ さ せる も のであ っ た。

「道経の 旨は、 道を為せば 日 々 損 し 、 之を損 し て ま た損す、 以て無為に至る な り 。

且つ心 目 の知見す る所の者は， 毎に之を損 し て 尚 ほ 已む能はず、 登に復た異端

を攻め、 其の智慮を増さ んか。 ＊42」 同 じ よ う な場面は玄宗 と 呉箔に も存在 し た。

「又た神仙修煉の事を問ふに、 対へ て 曰 く 、 此れ野人の事 に して、 ま さ に 歳月

功行を以て こ れを求むれば、 人主の よ ろ し く 意に適ふ所に非ざる な り
＊
43。 」 あ

き ら かに 劉玄靖 と 司馬承禎や呉筋の思想 に は 一脈通ず る も のが あ る が、 残念な



こ とに暗愚 な敬宗 には容宗や玄宗 ほどの修養 や気 概はなかったのである。

こ の不愉快 な面 会 について、『総勝集』の 「劉玄靖伝」は 「 上悦 ばざ るも難

作（ お）こ る」とある。 「 難作こ る」とは七日 後に敬宗 が宦 官の劉克 明や蘇佐

明らに試殺 されたことを指 している 。新 しく即位 した文宗皇帝は敬宗 をそその

かした僧 や道士に対 してただちに厳格 な処罰 を行った。「甲辰 、僧惟 真・斉賢・

正 簡 、 道士 趙帰真、並 びに嶺 南に配流 さる。…… 道士紀慮 玄・ 楊沖虚 、伎 術人

李元戦・王 信ら、 並 びに嶺 南に配流 さる。」というこ とになった。庚申 、 また

詔 があり、「妖妄 なる僧惟貞・道土趙帰真 ら、 或 いは卜 座 に仮 り、或 いは医方

に托 り、衆 を疑 ひ邪 を挟 み、 已 に流窟 に従 う。その情 は非にして奸悪 なるも、

跡に渉 り註 誤せられし者は、一切問 はず
＊
44 。」 とされた。趙帰真らが首魁 なの

は明確 であ り、湖 南からはるばるやって来たばかりで数 日 しか都 にいなかった

劉玄靖は巻き添 えにならず、 ただ南岳に帰 されただけであった。

三、 会昌の廃仏中の劉玄靖

文宗 によって南嶽 に帰らされてから、 劉玄靖は石室隠真宮で十五 年あまりを

すご し、 武宗 皇帝にふ たたび長 安 に召 し出された
＊
45 。会 昌 年間、 劉玄靖の声

望と地位 は頂点 に達 していたが、 その入京と任官・賜号 の年代、 そして会昌 の

廃 仏ではたした役割などについては、各種の史料に多く の矛盾点 がある。例 え

ば、『旧 唐書』の武宗 本紀 には、 会昌元 年六月 、「衡山 の道士 劉玄靖を以て銀青

光禄大夫と為し、 崇玄館学士 に充 て、 広成先生と賜号 し、 道士趙帰 真と禁 中に

於 いて法録を修めしむ。 左補闊 の劉彦膜 は上疏 して切 に諫 むも、彦膜 を貶 して

河 南府の戸曹 と為す
＊
46 」とある。一方、 『資治 通鑑 』では「上 道士趙帰真ら

に命じて三殿 に於 いて九 天道場を建 て、親 ら法録を授 かる。右拾遺 の王哲 は上

疏 して切 に諫 むも、坐 して河 南府の士曹 に貶 さる」とされ、 まった＜ 劉玄靖に

ふ れていない。さらに、 司馬光 は『考異』において 『旧紀 』の記載について反

駁 している＂八 劉玄靖の任官と賜号 の年代についても 『通鑑 』では会昌 五 年

(845) 十月 のこ ととしている
＊
480 

こ れは 『通鑑 』の記述の方が正確 だと考えられる。『総勝 集』の「 劉玄靖伝」は、

武宗 に召 し出されて都 に行ったの が会 昌三 年 (843 )で、官位 を授 かり賜号 さ

れたの は武宗 が授録したあとの会 昌 五 年秋の こ とだと明確に記している。『唐

会要』 には、 「 （ 会昌） 二 年十一月 、 道士 趙帰真を以て道門 両街都 教授博士 と為

す （ 原注 ： 時に武宗 は神仙 を学ぶ を志し、 帰真は間 に乗 じて釈 氏を排毀 し、 中

国の 教に非ず、宜 しく尽 く之 を去 るべ しと言へ り。帝は之 を然 りとし、乃 ち天

下の僧尼 を澄汰 す
＊49 。)」とある。『 総勝集』の「劉玄靖伝 」は 「会昌三 年、 武

宗 は玄元 の教えを奉 り、 まさに仏寺 を除かんとするに、 先生を徴 して閲 に赴 か

しむ」 と記す。以上により、 趙帰真が武宗 に廃 仏を勧 めたのは会昌二 年十一月

注42・ ・ ・ 『 旧 唐 書』 巻
一九二「隠逸 」司馬承禎伝、

5127 - 5128頁。

注43・ ・ ・ 『 旧 唐 書』 巻
一 九 二 「隠 逸 」 呉 箔 伝、

5129 頁。

注44· · ·『旧 唐書』巻 十七
上 「 文宗 本紀上」、 5 23

524頁。

注45…『南岳小録 』 「石室
隠真宮 」の 条には、 劉玄靖
が武宗 に召 し出 される まで

「絃 に在 り て 十五年余 り 修
道 」 し たと記 されて い る 。

注46・ ・ ・ 『 旧唐書 』巻十 八
上 「 武宗 本紀 」、 587頁。

注47・ ・ ・ 『 資治 通鑑』 巻
ニ四六 、唐 武宗 会昌元年 六
月 （ 中 華 書 局、19 56年、

79 52頁。 ）

注48· · ·『 資治 通鑑 』 巻
ニ四 八 、唐 武宗 会昌五年十
月 、8020頁。野 口 鉄 郎 ・
石田憲司編 「道教年 表J で
は、 この二つ の年代につ い

て判断 を示 さず、それぞれ
会昌元年 と会昌五年 にこの
出来事 を繋年 して い る（た

だし前者 は 「劉玄靖」、後
者 は 「劉元靖」とす る） が、
これ は明 らかに不正確 であ
る 。 福井康順 ・ 山崎宏 ・ 木
村英一 ・ 酒井忠夫監修 『道
教』第 3 巻 （平河 出版社、

19 83 年 、 3 45- 3 46頁）
を 参照。

注49• • •『 唐会要 』巻五 十「尊
崇道教」、 I O I 7頁。
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注 50…以下の文献を参照。
丁煙 「唐代道教太清宮制度
考」 （同氏 『漢唐道教論集』
所 収。 中 華 書 局、 2009
年、 73 - 1 56 頁） ： Victor 
Xiong, "Ritual Innovations 
and Taoism under Tang 
Xuanzong." T'oung Pao, 
vol. 82 ( 1 996) ,  pp. 2 58-
3 1 6. 

注 5 1 · · ·拙稿 「碑志所見的
麻姑山郡氏ー一箇唐代道教
世家的初歩考察ー 」 (56 頁）
を参照。

注 52 • • •銭易著 ・ 黄寿成点
校 『南部新書』 巻己 （中華
書局、 2002 年） 、 87 頁。

注 53・・・ 『旧 唐書』 巻十八
上 「武宗本紀」、 603 頁。
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である こ と 、 劉玄靖は翌年に 召 さ れて京師に赴 き、 太清宮に配属 さ れ た こ と が

わ か る 。 皇帝の家廟 と い う 性質を も っ た道観 と し て、 太清宮は 中唐以後の国家

祭祀 と 長安の宮観のシステムにおいて中心的な位置を 占めていた
＊50。 詔に よ っ

て京師に 入 っ た 高名 な道士た ち は往々 に し て太清宮 に 配属 さ れ居所 と し て お

り 、 た と え ば文宗の太和八年 (834) 、 麻姑 山の高名 な 道士で あ る 部延康 も 詔

に よ っ て入京 し た 当初、 「籍は太清宮に隷 し」 ていた '51 0

それでは、 武宗はなぜ劉玄靖を南嶽か ら 招いたので あ ろ う か ？ 『南嶽小録』

に は不思議な伝説が記されてお り 、

時に太史の之を 占ひ、 真人星の見れる有 り 、 隠者は絃の岳に在 り て 得道 し 、

天文に応ず と 云ふに因 り て 、 武宗 に上聞す。 武宗は遠かに詔命を降 し 、 本

道の監軍使に委ね、 人を遣 り て詔を賓 （ た ま ） ひ徴召 せ しむ。

と あ る。 し か し、 真の原因 は趙帰真の建議 に よ る も の か も し れない。 と い う の

も 、 両者は 十数年前、 敬宗が試殺される ま で の数日 間で、 一度 く ら い は会 う 機

会があ っ た か も しれないか ら であ る 。 後世の人 には、 武宗の廃仏政策は こ の二

人が焚きつけ た も の と受け止め ら れてい る。 た と え ば、 『南部新書』 に は 、

会昌末、 頗る 神仙を好む。 道士趙帰真の禁中 に 出入する有 り て 、 自 ら 数百

歳 と 言ひ、 上の こ れを敬ふ こ と 神の如 く 、 道士劉玄静 と 力 めて釈氏を排す。

武宗は既に 其の説に惑ひ、 終に 沙汰の事を行ふ *52

と い う 。 『旧唐書』 の武宗本紀では、

（会昌 五年） 正月 己酉朔、 勅 し て南郊の壇 に望仙台を造 ら し む。 時に道士

趙帰真特に恩礼を承 く る も 、 諫官は上疏 し 、 之を延英に論ず。 …… 帰真 自

ら 以 っ て物論に渉 り 、 遂に 羅浮の道士郡元起の長年の術有る を挙げ、 帝は

中使を遣わ し こ れを迎ふ。 こ れ よ り 衡山の道士劉玄靖お よ び帰真 と 膠固 と

な り 、 釈氏を排毀 し 、 折寺の請行は る
＊
53

と し て い る 。 こ れ も 劉玄靖は趙帰真や部元起 と 同 じ く 、 仏教の排斥 に つ と め、

武宗の廃仏政策を煽 り 立て た と い う のである。

し か し 、 『総勝集』 の 「劉玄靖伝」 の記述 は こ と な っ て お り 、 劉玄靖は入京

し た のち、 武宗に廃仏に対す る 考 え を諮問さ れた際、 劉玄靖は 「釈氏は久遠な

れば、 ま さ に 過絶せん と すれば、 漸 く 其の弊を革むべ し。 卒に変更有 ら ば、 即

ち 衆を驚かせ事を害なひ、 却っ て道門に利あ ら ざる な り 」 と 答え た と い う 。 唐

突で大規模な廃仏は か え っ て道教に利益がな く 、 長期的な計画を立て て ゆ っ く



りと推進する必 要があると考えていたというのである。 このような態 度は趙帰

真よりもはるかに穏健 であり、より理性的である。 その後の宣宗の劉玄靖に対

す る態 度からして、これがより実情 に合っているようである。実際に、自ら廃

仏を経験 した日 本の僧侶 ・円仁 は 『入 唐求法巡礼 行記』 において、趙帰真を非

難 しているが、劉玄靖については一言 もふ れていない。当時の人々 には、劉玄

靖はけっして廃仏の推進役 とはみなされていなかったことが分 かる。 しかし、

会昌五年七月 に廃仏政策 が推 し進められた時、劉玄靖はけっきょ く長安 にいて

武宗に尊崇 されており、 廃仏のことに巻 き込 まれず にはいられな かったのであ

る。

劉玄靖が会昌年間に最高の地位にあった主な原因 は、武宗が道教に入門した

際に法録を授けた度師 だったからである。『総勝集』 の 「 劉玄靖伝」 には以下

のような詳細 な記述がある。

五年 ( 845) 秋、武宗に微疾 あり、将 に法録を伝へんとす。 内臣は趙帰

真に私 累有り、貨財 を嗜 むを以て、先生は清浄 にして、帝師 と為す可 しと

推 せり。遂 に召 されて内に入 り霊符殿 に居 る。……事 の畢 るに及び、銀青

光禄大夫 ・崇玄館大学 士に除し、広成先生と号 す。別に崇 玄館を築き以て

之 に居 らしむ。

会昌年間、宮廷道士の中 で趙帰真はまぎれもなく真に中心的な存在であった

が、それゆえに朝野 の輿論 に特に非難 される対象 となり、本人もそれは明確に

分かっていた。 そのため、五年の正月に羅浮 山から来た郡 元起を都 に迎 え、いっ

しょ になって武宗を感化 していったのである。 しかしながら、「内臣」 、つまり

は宮廷内を取 り仕切 っていた宦 官も趙帰真について不満 を持 っており、「私 累

有り、貨財 を嗜 む」人物とみなしていた。 そのため、彼によって武宗の入 道と

受録の儀式が行われるのを願 わなかった。一方で劉玄靖のことは「清浄 にして

帝師 と為すべ し」 と考え、表舞 台 に引 っ張 り出した。 道教内部における地位か

らしても、当時の南 岳天台派は高名な道士を輩 出して隠然 と天下の上清 経録の

正統 となっており、その宗師 である田 虚応 の高弟でもあったので、劉玄靖自身

も十分 な資格 と声望をもってこの重責 を担 ったのである•
5

4 。 こ の点 では、 師

承関係 がはっきりしない趙帰真とは比べ 物にならなかった。

武宗が受録したのは具体 的には会昌五年十月であった。 『 唐会 要』は「其の

年十月 、勅 して道門の法録を伝度し、衡岳の道士劉玄靖を以て銀青光禄大 夫を

加 え、崇玄館学 士に充 つ可 しとし、イ乃 って広成先生と賜号す
＊55 」としており、『資

治 通鑑』 が記す劉玄靖の任官と賜号のタイ ミ ン グ と一致 している。 なお、劉玄

靖が武宗の受録の度師 になったほか、当時名高かったもうひ とりの大物道士一

当時七十二歳 の「麻姑 仙師」 部延康一 もこの儀式 の「監度師 」に就 任したこと

注54•• も ち ろ ん 、もし茅
山 の弟子 の立場からすれ
ば 、状況 はち がって く るで
あろ う 。 砂山稔氏は李徳裕
が著作 中 で劉玄靖に言及し

て いな い のは 、李徳裕 が茅
山 の宗師 であ る孫智清 につ
いて学ん だた め 、劉玄靖を

上清派 の傍系 としかとらえ
て いなかった と指摘 して い
る。 同氏『隋 唐道教思想 史

研究 』第 十章 「李徳裕 と道
教」（平河出版社 、1990年、

4 1 2頁） を 参照。

注55… 『唐会要』巻五 十 「尊
崇道教」、 1017頁 。

注56•• • 鄭敗 「唐故上都龍
興観三洞経録賜紫法師郡先
生 墓誌銘』 （『全唐 文』巻
七 六七 、中 華書 局、 1983
年 、7981頁 。 ）拙 稿 「 碑
志 所見的麻姑山部氏一 一 箇
唐代道教世家的初 歩 考察
- 」(5 4- 62頁） を 参照。
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注 57 ・ ・ ・ 『旧 唐書』 巻十八
下 「宣宗本紀」、 6 1 5 頁。

注 58・ ・ ・ 『宋本冊府元亀』

に も ふれてお く べ き であ ろ う •56。 武宗 に 法録を授け た ふ た り の道士は、 明 ら

か に 当 時最高の人材で あ っ た。

劉玄靖に 関す る 各種の史料を仔細に分析 してみる と 、 中晩唐の政治史 におい

て重要な立場 に あ っ た宦官勢力 と の関係 も 並 々 な ら ぬ も ので あ っ た こ と がわか

る 。 も し かする と こ れが彼が山林道士か ら 一躍武宗の帝師 に な っ た主な要因な

のかも しれない。 劉玄靖が敬宗朝の こ ろ に初めて宮廷に 入 っ た の は、 湖南監軍

使の呂令踪の推薦に よ る も の であ っ た。 武宗が再度下山を依頼 し た 際 も 、 やは

り 「本道の監軍使に委ねて人を遣 り て詔を賓 （た ま ） ひ徴召」 し た のであ っ た。

注 目 すべき は、 趙櫓の 「劉玄靖伝」 で は 「恩賜の有る ご と に、 先生は た ち ど こ

ろ に 舎 し て 監 引 の赦使お よ び諸 門 に 与へ、 望仙 門 に 至 ら ば、 則 ち 已 に 空手な

り 」 と し ている こ と であ る 。 こ の手の記述はお も に 伝記の主人公が清虚括淡で

あ り 、 財貨 に執着 し ない品格があ っ た こ と を強調する た め の も ので あ る が、 武

宗の賜 っ た も の をすべて宦官 と 大明宮の諸門の主守官に あ た え て し ま っ た と い

う の は、 「私累有 り 、 貨財を 嗜む」 と さ れた趙帰真 と は 明 ら かに対照的であ り 、

劉玄靖に 内廷勢力 の歓心を得さ せたのは間違い あ る ま い。 会昌五年に武宗が受
録する にあ た っ て 、 主事の 「内臣」 た ち は趙帰真を捨て、 劉玄靖に 皇帝の度師

を さ せ る こ と に 決定 し た の であ ろ う 。 先に引用 し た篇郡の 「劉玄靖碑」 に は 「武

宗朝の権を檀にする者は、 神仙を以て容思を絆がん と 欲 し 、 し ば し ば天下の術

士を致すべ し 、 不死の薬を求むべ し と 言ひ 、 乃 ち 先生を召 す こ と を命ず」 と あ っ

た。 「武宗朝の権を撞に す る 者」 と は ふつ う 李徳裕を指 し て い る が、 宦官が真

の黒幕な のか も し れない。 と い う の も 、 劉玄靖 と 李徳裕に 交流があ っ た痕跡を

発見で き な いか ら であ る 。 ほかに も 、 劉玄靖の没後、 趙櫓の 「劉玄靖伝」 を書

した朱記 も 注 目 に値す る 。彼は仇士良や第五従直 ら宦官の神道碑の書者であ り 、

そ の よ う な人物が書写 し た 「劉玄靖伝」 は、 別の側面か ら 劉玄靖 と 宦官の密接

な関係を反映 し た も の と い え る 。

巻 ー 五 三 「 帝 王 部 ・ 明 罰 四、 劉玄靖の結末 ： 誅されたのか得道 したのか ？
二」、 294 頁。

注 59・ ・ ・ 『南部新書』 巻己、
87 頁。

注 60… た と えば野口鉄郎・
石田憲司編 「道教年表」 は
会昌六年の条に趙帰真 と 劉

玄靖が誅殺さ れた と記載 し
ている （福井康順な ど監修
『道教』 第 3 巻、 346 頁。）
唐愛 『晏殊 〈類要〉 研究』
も こ の説を と る ( 1 63 頁。）
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不運な こ と に 、 廃仏政策が実行 さ れた翌年の会昌六年 (846) 三月 甲子、 武

宗が崩御 し て し ま っ た。 新 し く 即位 し た宣宗は た だ ち に 会 昌年間の政策に対 し

て反動的に な り 、 ついに は廃仏政策を終わ ら せ、 関係者を 一掃 し だ し た。 『 旧

唐書』 宣宗本紀に は、 その年の五月 、 「通士劉玄靖 ら 十二人を誅す。 その説の

武宗を惑わ し、 釈氏を排毀する を以ての故な り 巧7」 と あ る 。 『冊府元亀』 も 「宣

宗は会昌六年に即位 し、 五 月 、 詔 し て道士劉玄靖お よ び山 人 ら 十二人を誅す。

時に帝以ふ に玄靖 ら は会 昌 中 よ り 左道を以て禁中 に 出入 し、 武宗を惑はすに留

年の術を以て す る が故な り
＊
58」 と い う 。 『南部新書』 に は 「宣帝の即位す る に

及び、 帰真を南海 に流 し 、 玄靖は市に 暇さ る •59」 と あ る 。 こ れ ら の史料はす



べて、 劉玄靖は こ の皇帝の更迭劇の際に処刑 さ れた と し て お り 、 現代の研究者

た ち に も こ れ ら の記事 を信 じて疑わない者がいる •60。 し か し 、 『資治通鑑』 の

記載に よ れば、 劉玄靖は武宗 に授録 し た のち、 す ぐ に 「山に還る を乞い、 こ れ

を許 •61」 さ れた と い う 。 宣宗が即位 し た のち に誅さ れた者について も 、 『資治

通鑑』 に は 、 会昌六年 四 月 、 「道士趙帰真 ら数人を杖殺 し、 羅浮の山 人軒斡集

を嶺南に流す
＊62」 と あ り 、 劉玄靖には一言 も ふれない。

それでは、 事実は 一 体いかな る も の で あ ろ う か ？ 沈曾植はかつて蒲郡撰 ・

慮弘宣書の 「劉玄靖碑」 を分析 し て以下 のよ う に 言 っ て い る 。 「玄靖が官を辞
し て 山 に 帰 っ た の は 、 災いを避け る術があ っ た か の よ う だ。 … … 玄靖は （衡）

山 に あ っ て、 観察使が其の道行を重ん じ、 上奏 し て 皇帝の許 し を求め た こ と も

知 ら れてい ない。 そ う でなければ （会昌） 元年 に死刑に さ れて、 五年に碑を建

て た こ と に なる。 葡鄭や慮宏宣は と も に顕官であ り 、 そのよ う な い い加減な こ

と を す る だ ろ う か ？ ＊63」 こ れは非常に 見識の あ る 意見であ る 。 い ま 趙櫓の 「劉

玄靖伝」 に よ っ て 、 こ の問題に つい て検討を続 け る こ と に し よ う 。 『類要』 の

引用文の う ち 第三条に は明確な記載があ り 、 武宗に法録を授けたのち 、 対面 し

て褒賞を受け たが、 「先生は堅 く 譲 り て 獲 ら ず、 ま た 山 に 還 る を乞ふ。 時に上

は ま た茅山 に投龍せ し めん と 欲 し 、 遂に許す。 茅山よ り 衡岳に帰」 っ た と い う 。

『総勝集』 の 「劉玄靖伝」 ではそのあ と に 「武皇大いに漸 （すす） み、 道者の

許元長 ・ 趙帰真の輩十余人はみな極法に処さ る 。 上は ひ と り 観察使 に詔 して存

問 し 、 こ れに束吊 ・ 香苓な ど を賜ふ」 と 続 く 。 あ き ら か に、 劉玄靖は茅山か ら

南岳に 帰 っ た と い う 記載は信頼すべきであろ う 。

沈曾植は 『劇談録』 の記事に よ っ て、 許元長 と 趙帰真は宣宗が誅殺す る予定

の十二人の う ち に入っ ていたが、 刑の執行は さ れなかっ た と 考え て い る 。 し か

し、 「劉玄靖伝」 の記載か ら す る と 、 当 時、 宣宗 は た し か に趙帰真や許元長 ら

の道士を死刑に し て お り 、 早 く に南岳に 戻 っ て い た劉玄靖はその 中 に入 っ て お

ら ず
事64、 宣宗 は さ ら に 湖南観察使 を派遣 し、 贈 り 物を も っ て衡山 に行かせて

慰撫 し て い る 。 こ れは劉玄靖の道教内部に お け る 地位 と そ の 「清浄」 な処世術

と 関係す る 一方で、 劉玄靖が反仏教的な態度を激 し く し め さ な か っ た こ と と 関

係があ る か も しれない。 宣宗が即位 し たの ち 、 大いに 仏教を復興 し たが、 それ

に よ っ て道教を排斥 し た り は しな か っ た。 と り わけ武宗に 法録を授け たふた り

の大物道士であ る劉玄靖 と部延康には、 十分に敬意を払っ て い た。

それだけ に は と ど ま ら ず、 『唐会要』 に よ れ ば、 「其の年 （会昌 六年） 九月 、

衡岳道士 ・ 賜紫 ・ 劉玄靖は 『皇帝の十月 十五 日 に 三洞の法録を授か る に 、 請ふ

ら く は屠釣を禁断 し 、 百 司 の死刑を決せざ ら ん こ と を。 伏 し て宣下する を請ふ』

と 奏す。 勅 旨 も て こ れ に 従 う 。 十月 十一 日 よ り 十八 日 に 至 る ま で 禁断す
＊65」

と い う 。 『資治通鑑』 に も 、 同年十月 「 甲 申 、 上 （宣宗） 三洞の法録を衡山の

道士劉玄静よ り 受 < •6
6」 と あ る 。 こ れ ら を考 え 合わせ る と 、 宣宗皇帝は即位

注 6 1 ・・・ 『 資 治 通 鑑 』 巻
ニ四八、 唐武宗会昌五年十
月 、 8020 頁。

注 62… 『 資 治 通 鑑 』 巻
ニ四八、 唐武宗会昌五年十
月 、 8024 頁。

注 63 ・ ・ ・ 沈曾植 『海 日 楼札
叢』 巻六 「広成先生劉玄靖
神道碑」 の条、 256-257 頁。

注 64• • • バ レ ッ ト 教授 は こ
れに よ っ て 、 生涯を通 して
修行に精勤であ っ た道士の
劉玄靖 と、 宗 教 に よ っ て
チャ ンスを う かが っ た 成 り
上が り 者である趙帰真を朝
廷は明確に区別 し ていた と
考え て い る 。 T. H. Barrett, 
Taoism under the T'ang: 
Religion & Empire during 
the Golden Age of Chinese 
History, p.90 

注 65 • • • 『唐会要』巻五十「尊
崇道教」、 1 0 1 8 頁。

注 66· · · 『 資 治 通 鑑 』 巻
ニ四八 、 会昌六年十月 甲申、
8028 頁。
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注 6 7 … J ames Robson,  
Power  o f  P l a c e :  T h e  
Religious Landscape of 
the Southern Sacred Peak 
(Nanyue 南嶽 ） in Medieval 
China, p. l 7 5. 

注 68· · · 『 道 家 金 石 略 』、
1 60 頁。

注 69• • •黄永 『唐史史料学』
（ 上 海 書 店 出 版 社、 2002
年、 9 頁） を参照。

注 70· · · 『南岳総勝集』 の
「劉玄靖伝」 では、 彼 が死
去 し たのは十月 の こ と と し
てお り 、 『南岳小録』 が五
月 十一 日 と しているの と こ
と な っ ている。 両者のいず
れが正 しいかは判断がつき
かねる ので、 今後の課題 と
した い。
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し た年に武宗に な ら っ て劉玄靖か ら 三洞の法録を授か っ た こ と 、 さ ら に は劉玄

靖の要請に し た が っ てわざわ ざ詔を 出 し て屠殺を八 日 間禁 じ 、 官府に は 死刑の

判決を 出 さ ない よ う に させた こ と が確認で き る 。 こ の点について、 胡三省は注

釈で 「既に趙帰真を杖殺 し 、 復た法録を受 く る は、 所謂 る尤あ る も こ れに奴ふ

な り 」 と い う 。 問題は、 当 時南岳に い た劉玄靖がいかに し て宣宗に法録を授け

たのか と い う 点であ る。 ロ ブソ ン氏は、 劉玄靖が短期的 に長安に も ど っ た と 考

え て い る が •67 、 い かなる資料でも それを証明する こ と は で き ない。 趙櫓の 「劉

玄靖伝」 に よ れば、 劉玄靖はかつて 自 ら 「二帝の累はす所 と な り 」 、 す ぐ に昇

仙を成就す る こ と が で き な か っ た と 語 っ た と い う 。 「蓋 し敬宗 ・ 武宗両朝な ら

びに徴 して 関に赴か しむ る な り 」 と あ る が、 宣宗の時に 再び入朝 し た と い う 証

拠は全 く 見出 す こ と がで き ない。 実際に は、 劉玄靖が宣宗に法録を授け た の は

「遥授」 に属す る も の であ り 、 唐代道教史上では決 し て め ず ら し い も ので は な

い。 顔員卿の 「茅山玄靖先生広陵李君碑銘並びに序」 に よ れば、 天宝七年 (749)

三月 十八 日 、 上清経録の宗師であ る 李含光が 「度師」 と し て茅山にいな が ら 玄

宗に三洞の法録を 「遥授」 し た と い う •68。 劉玄靖が衡 山 に 身を置き な が ら 宣

宗に法録を授け た の も 、 ま さ に前例を踏襲 し た も の だ っ たのである。

劉玄靖が処刑 さ れず、 し か も す ぐに宣宗の師 と な り 、 恩寵を受け たのであれ

ば、 『旧唐書』 宣宗本紀や 『冊府元亀』 の記述は何に も と づい て い る の で あ ろ

う か ？ 『旧唐書』 の本紀は、 武宗以前の部分の多 く は 国史 と 実録に よ っ て い

る が、 も と も と三十巻本だ っ た 『武宗実録』 は 五代に な る と 一巻 し か残存 し て

お ら ず、 「宣宗本紀」 を編纂す る と き に は実録や 国史な ど は参考に で き な か っ

た の で •69、 誤 り や見落 と し があ る の も 理解で き る 。 宣宗 が即位 し た 当 初、 劉

玄靖や趙帰真 ら 十二人を誅殺す る 詔書は た し か に 出 さ れたのであろ う 。 し か し

劉玄靖は当時長安に 居 ら ず、 宣宗はす ぐに彼は趙帰真な どの輩 と はち が う と 考

え 、 最終的に は赦免 し たのである。 ひ と た び災難をや り す ごす と 、 劉玄靖は早々

に宣宗に法録を授け る 度師 と な っ て し ま っ た。 こ の過程に おいて、 内廷の宦官

が ど の よ う な働 き を し た のかは も はや考証 し よ う がないが、 それ以前に劉玄靖

と宦官が良好な関係を保 っ て い た こ と を考え る と そ の可能性は あ る 。 上述の『旧

唐書』 と 『冊府元亀』 の記述については 、 おそ ら く 最初の詔勅だけ に よ っ た も

の と 思われる。

五年後、 劉玄靖は衡山で仙去 し た。 『南岳小録』 「唐朝得道人」 の条に は 「広

成劉先生玄静、 大中五年五月 十一 日 得道す。 周尊師混汗、 会昌二年正月 得道す

*70」 と あ る 。 趙櫓 「劉玄靖伝」 に は、 こ の こ と について神話化 し て 記 さ れて い る 。

初め九真観の道士周混汗の岳に在 り 、 事望は先生に 亜 ぐ。 朝のいま だ先生

を徴さ ざる に 衡岳道士の毛太玄有 り て嘗て真官の録を執 り て天よ り 降 り 、

混汗を以て 大羅観の主 と 為す と 云ふを夢む。 太玄因 り て 曰 く 、 劉先生は昂



ぞ 先に徴 されざ るか？ と。 真官曰く 、 劉君の世業 は未 だ尽 きず、徴 さるれ

ば即ち真君と為り 、 更に修行する人と為ら ず、 と。 果たして其の説の如 し。

先生朝より 山に帰り 、歎 じて曰く 、吾 れまさに地仙 に為ること数百歳 にな

るべ くも、恨む らくは早 に脱 身する能 はず 、二帝の累はす所 と為 り、今即

ち計 及ばず 、 と。蓋 し敬 宗・武宗の両 朝ならびに徴 して開 に赴かしむ れば

なり 。

趙燐 の 『因話録 』 によると、周混汗 は田虚応の親友 である蒋含弘 の弟 子 であ

り、「周 は幼 きより入道し、科 法 は清厳 にして、いま南岳の首冠 たりウl 」という。

すなわち劉玄靖と同輩 であり 、 ともに南岳道教を代表 する人物であった。 さら

に 劉玄靖が「二帝の累 はす所 と為る」と言 っていることから すると、彼 にとっ

ては敬 宗と武宗の両 朝から招 かれ宮廷に赴く のは煩 わしく 、 すぐ に昇仙 するの

をさまたげ るものであったようである。 これは晩年に至り、幾 多の政治的 な波

乱 を経験 した後での、 自ら の生涯についての反省 であったかもしれない。 結局

のところ劉玄靖は朝廷に二度赴き、一 度は尊 崇され帝師となったが、 その師で

ある田虚応が憲 宗の招 きを拒絶 したり 、 同門の凋惟 良 らが天台に隠居して「徴
されるに就 かず」 というのに比べ れば 、 政治 と疎遠 であるべ き隠者本来のあり

方を保 てなくなってしまったのである。

五、 結語

新しい資料 の発 見は、往々 にして以前から存在する史料 に対 する理解とその

使 い方を活性化 してく れる。晏殊 の 『類要』が引用している晩唐・趙櫓 の「劉

玄靖伝」の四 つの｛失 文が発 見されたことは、我々 が 『南岳総勝集』にみえる「 劉

玄靖伝」の史料 の来歴について認識を新たにする上で非常に重 要な意義 があっ

た。 比較検討 することでたやすく 発 見できるのは、 前者の侠 文のうち最も長 い

二つの文は、 後者にほとんど全ての文字が残されているだけでなく 、 さら に趙

櫓 の自称の痕 跡を残しているということであ る。 かなり 確実 にいえるのは、 陳

田夫 が南宋時代になお鈴徳観（唐代の衡岳観） にそびえたっていた趙 櫓の 「 劉
玄靖伝」をよく利用していることと、 また部 分的 には葡鄭 の 「 劉玄靖碑」を参

考にしているということである。 この知識をもとにすることで、 『総勝集』に

みえる資 料を安心して存分 に使 うことができ、 ほかの唐代の文献と総合的に考

察 することで、 あのばら ばらで矛盾のある記事 からはっきりとした手 がかりが

得 られ、劉玄靖の生涯における重 要な時期を再構成 できるのである。なんといっ

ても、 「 劉玄靖伝」は彼の死の二年後に衡岳観に立てられたものであり、 最も

信頼 できる一 次資料 なのである。

劉玄靖は一 生涯、 主に衡山と長 安 の二つの地で活躍 し、 自身は「南岳天台派」

注71・・・ 趙燐 『因話録 』巻
四 「角 部」、93 頁 。 こ の書
も 「周混汗」 を誤 って 「周
混沌」 と してい る。

山林 と宮廷のあ いだ で 2 1  
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の宗師である 田虚応の四大弟子のひ と り と し て、 湖南一帯で非常に声望があ っ

た。 敬宗 ・ 武宗時代の二度に わ た っ て 入京 し、 その期間は短か っ た も のの、 武

宗に 三洞の法録を授けた こ と か ら 「広成先生」 の称号を得て、 帝師 と し て尊崇

を受けた。 し か し 、 趙帰真 ら 宮廷道士が積極的に朝政に参与 し 、 熱狂的な廃仏

を扇動 していたの と は違い、 劉玄靖は政治の危険さ を深 く 理解 して お り 、 急激

に廃仏を進めれば道教に も 危害をお よ ぼす こ と が分かっ ていた。 ゆ え に功成っ

た の ち に 引退 し 、 早々 と 長安を離れ、 宮廷 と い う 面倒な場所に別れを告げた の

であ っ た。 その一方で、 劉玄靖は晩唐時期の権力構造を身に し みて分か っ て い

たため、 湖南監軍使や内廷の宦官 と は 良好な関係を保 っ ていた。 宣宗が即位 し

た の ち 、 劉玄靖は朝廷の誅殺 リ ス ト に一度は名が載せ ら れたが、 す ぐ さ ま あ ら

ためて朝廷 と 地方官府の厚遇を受け、 ひいて は衡山か ら 宣宗に法録を 「遥授」

す る に い た っ て い る 。 こ の よ う な経歴を持つ中晩唐時期の道士はほかにいない。

ま た それゆ え に 、 彼が仙去 し た のち、 蒲部 ・ 慮弘宣 ・ 趙櫓 ・ 慮播 と い っ た地

位 も 名 望 も あ る 官僚や士大夫た ち が次々 と 「碑」 や 「伝」 を撰 し 、 さ ら に書 し

たのである。 し か し なが ら 、 本質的に見て、 劉玄靖は三代の皇帝 と 交わ り が あ っ
た に も か かわ ら ず、 純粋な意味で政治に没頭 し た宮廷道士 と は い え ない。 『南

岳小録』 や 『南岳総勝集』 な ど の地方色の あ る 文献の書 き 方か ら す る と 、 彼の

衡山に おけ る存在感は さ ら に大 き く 、 山中の宮観や石室、 それに 山水な ど、 い

た る と こ ろ に彼に まつわる歴史の記憶が留め ら れていたのである。 あ る いは宮

廷の繁栄 と は俊い も のであ り 、 た だ山林に お け る 幽寂の う ち に 、 太古か ら 続 く

永遠な る も の が あ る の か も し れない。

付記 ： 本稿は 「隋唐長安の社会 と 文化」 ワ ー ク シ ョ ッ プ （北京大学中国

古代史研究中心、 20 1 2 年 1 1 月 29 日 ） に 提 出 し た も の である。 栄新江 ・

孟彦弘 ・ 陸揚 ・ 朱玉麒 ・ 郭桂坤先生 た ち の ご指導を受け、 劉屹 ・ 唐妥先生

た ち に も 書面 で ご意見を い た だいた。 さ ら に、 『歴史研究』 誌の匿名の査

読者で あ る 二人の先生 に は 多 く の貴重な意見 と 提案をい た だ き 、 原稿を修

正す る さ いに参考に し た。 こ こ に 記 し て謝意を表 し ま す。

補記 ： 本稿 は 『歴史研究』 20 1 3 年第 6 期 ( 1 64 - 1 74 頁） に 掲載 さ れ

た も の で あ る 。 紙幅の制限 に よ り 、 誌面では 『類要』 が引用 し て い る 「劉
玄靖伝」 と 『南岳総勝集』 所収の 「劉玄靖伝」 と の比較表を省略 し て し ま っ

たので、 こ の 日 本語版に は原稿の と お り に追加 し て あ る 。

原文 ： 中国語

訳者 ： 酒井規史


